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1　は　じ　め　に

10－2MH2SO4抽出法1）は，既に挽弾力軸えられU．S．九

（ハワイ州）でサトウキビ畑に利用されているが，第1報

の結果から．中性火山灰土壌に由来する草地及び畑地土壌

に適用できる可能性があるので更に抽出条件，各種土壌の

分析結果および分析精度・正確さについて詳細に検討した。

本研究を遂行するに当たり元東北農業試験場安西美枝分

析技術主任には有益な御助言を賜り，また琉球大学大屋一

弘博士に文献紹介をいただき感謝いたします。

2　試　験　方　法

tl）供試土壌　図表及び本文中に示した。

（2）装置　日立100－60型分光光度計，イワキⅤ－S型振り

混ぜ機，桜式電気野卵器

は）試薬液の調製

1）10‾2MH2SO。破　水約7上に特級硫酸アンモニウ

ム〔（N比l）2SO4〕30g及び特約熱硫酸〔H2SO4〕10．5g

を加え潜解し，水を加えpH2に調製しながら全液量を10

上とした。

2）H2SO4破　水0．8上に濃硫酸〔H2SO4〕140扉を加

え，混合したのち水で1上．とした。

3）（NHl）6Mo70勿破　水0．4上に特級モリブデン酸

アンモニウム〔（NH4）6Mo7024・4H20〕の粉体20g

を溶解し，水で500耶gとし，冷暗所に保存し使用時は，上

意液を用いた。

4）アスコルビン酸液特級L－アスコルビン酸〔C6Iも06〕

4．4gを水に宿解し250虎gとし．冷暗所に保存した。

5）酒石酸アンチモニルカリウム液　特級酒石酸アンチ

モニルカリウム〔C4m06K（SbO）・％H20〕0．137gを

水に溶解し50爪‘とし，冷暗所に保存した。

6）燐酸標準液　硫酸デシケ一夕ー中で24時間以上乾燥

した燐酸二水素一アンモニウム〔NH4H2PO一〕1．621g又

は，燐酸二水素一カリウム〔KH2POり1．917gを水に溶

解し．硝酸〔HNOa〕2～3mgを添加し正確に100抽gとし

冷暗所に保存した。〔P2051喝・／1爪り。使用の都度正確

に希釈して用いた。

7）混合発色液　使用直前に2．5MH2SO．液50mg，

（NH▲）¢MoT■024液15叫　アスコルビン酸液30扉．酒石

酸アンチモニルカリウム液5mgの比率で帽に良く振り混ぜ

ながら加え調製した。

（4）試料液の調製　風乾土（27m筍全通）0．500gを200mg

容三角フラスコに採り，10‾2MH2SO一液100加を加え，

1分間70～80回往復水平振り混ぜ機で30分間振り混ぜて乾

燥炉過した。

（5）定量操作　試料液の一定量（P2050～200Jlg）を5抽β

容メスフラスコに採り，水を加えて約40mgとする。混合発色

液8mg及び水を加えて定容とし，37℃恒温槽中で60～90分

間加温した。放冷後振り混ぜながら．波長870¶爪の吸光度

を測定した。燐酸標準液を数段階，正確に採り試料液の場

合と同一条件で操作し検量線を作製し燐酸含有量を求めた。

3　結果及び考察

（1I各種抽出法による各種土壌中の燐酸定量　表1に示し

たが，本法を採用した方が良いと思われる土壌は，10‾3M

H2SO4法の検出限界に近い値を示す赤色土，黄色土，泥

炭土及び鬼ボク土などであった。

（2）各種抽出法による大豆試験圃場土壌中の燐酸の定量

表2に示したように中性火山灰土壌（厨川）においては

10‾3MH2SO．法は，条地の施肥位置でやっと検出限界を

義1各種抽出法＊1による各種土壌中の燐酸定量値
の比較

（乾土P205畷／100g）

10‾2M10‾3M NH4F NH4F

H2SO4HzSO■　HCl（pH7）

暗赤色土　作土
赤　色　土　下層

黄　色　土　〝

灰色低地土　〝

黒ポク土　表層
〝　　　　　　　　　　ノy

〝　　　下層

砂丘未熟土　表層

泥　炭　土　下層

27．7　11．7　15．2　　19．3

0．44　　0．18　　0．25　　　3．01

2．33　　0．74　　2．86　　　5，30

44．7　　29．9　　26．8　　　5．20

12．8　　　0，55　　4．42　　73．9

2．28　　0，44　　0．39　　29．0

23．7　　　3．38　12．3　129

6．12　　3．83　　5．40　　4．64

3．97　1．27　　2．43　　　8．26

注」＊1分折操作：第1報，＊2採取地，恥1，2：沖
縄県石垣市，鵬3∴愛知県豊橋市，恥4：埼玉県川
越市，恥5：茨城県谷田部町，m6：埼玉県北本市
恥7：東京都北区西ヶ原，恥8：千葉県大網白里町
恥9：宮城県岩沼市
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上まわる定量値となった。また．NH4F（pH7）は，測定値

が他の抽出法と比較して大きいが．抽出申及び炉過中にア

ンモニアガスなどが多量に発生することや，フッ素イオン

によってガラス器具及び分光光度計などの吸光セルが汚染

された。これらのことから他の抽出法と比較して10‾2M

H2SOl法が迅速診断法として勝っていた。

（31硫酸熱度と燐酸抽出畳　表3に示したように，硫酸表

皮が100Mと10‾lMでは∴燐酸抽出量が増加し，両者の差

がなくなるが，硫酸加熱分解抽出量（ほぼ燐酸全量）の約

半分の定量値となった。また抽出操作中ガス発生が認めら

れることから，高濃度硫酸液での燐酸抽出は，燐酸形態が

化学変化するものと思われる。

義2　各種抽出法による大豆試験圃場の畦土壌中の
憐酸定量値の比較

（乾土P205呼／100タ）

採 土 位 置 と抽 出 方 法 畦 間　　　　　　 簑

深 さ 抽　 出　 剤 ト一一一17 ．5 仰　　　　 17 ．5 （Ⅶ→】

0
10 －2 M H ℡S O 4

2 2．10

2 2 ．5

J 10 ‾3 M H ℡S O 4 1 ．7 1

10 N H 4 F ・H C l 8 ．4 4

√椚 N H I F （p H 7 ） 10 6

10
10 ‾2 M H 2 S O 4 4 3 ．1

J 10 ‾3 M H 2 S O l 1．0 9 7 ．9 3

20 N H 4 F ・H C l 7 ．8 8 20 ．1

ぐれ N H 4 F （p H 7 ） 9 2．3 1 7 0

20
10 ‾2 M H ℡S O ▲ 1 7．1 18 ．4 4 ．5 7

J 10 ‾3 M H 2 S O 一 1．2 5 1．5 3 0 ．3 0

30 N H 4 F ・H C l 7 ．＄8 7．5 3 0 ．9 0

√万l N Iも F （p H 7 ） 9 5 ．6 9 3．1 39 ．4

3 0
10 ‾2 M H 2 S O 4 9 ．8 0 7 ．1 1 2．2 0

J 10 ‾3 M H ℡S O 4 1．3 2 0 ．9 0 0 ．0 7

4 0 N H 4 F ・H C l 4 ．2 8 2 ．8 8 1．0 4

√椚 N H I F （p H 7 ） 6 5 ．5 4 9 ．8 2 2．1

注．燐酸施肥量ニP20515吻／10a粂施，施肥位置：
深さ約12の．播種位置：深さ約3戊，培土：1回日
施肥・播種：1984年5月22日，採土：1984年6月29
日，拉度：風乾土2m筋全通。供試土壌：東北農業
試験場内圃場（厚層多腐植質黒ポク土，中性火山灰
土壌）
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注．＊1植物濃縮倍率＝差分含有量÷抽出燐酸量，＊2
K2SOl・CuSO4・H2SO4分解　＊3　採取：1985
年7月3日，茎糞，厨川人工枠圃場，＊4　単位：乾
物P205吻／10a

衰410‾2M及び10‾3MH2SO．土壌抽出液中の燐

酸定量値と液中pHの比較（乾土P205呼／100タ）
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注．供試土壌：極多肥区（厨川：33．4吻／10ax7年間，
外山：17．5吻／10ax5年間，袖山：20．0たみ／10a
X7年間），草地土壌。

（41燐酸抽出量と植物濃縮倍率　表3に示したが，硫酸加

熱分解では．約1倍であり倍率順位は，花崗岩質土＞沖積

土≒酸性火山灰土＞中性火山灰土であった。10‾2MH2SO．

法では．約11倍で倍率のCVは20％と各抽出法間で最もCV

％が小さく定率となり，またNHF・HC】法と最も類似し

た羨縮倍率となった。そして倍率順位は中性火山灰土＞花

崗岩質土＞沖堵土＞酸性火山灰土であった。また，全体的

に変動するが特に硫酸濃度10‾lMと10－2Mの間で植物濃

縮倍率順位が入れ変った。

tS〉土壌採取量と燐酸抽出量　沖積土，花崗岩質土，酸性

及び中性火山灰土を用いて検討した。結果は，中性及び酸

性火山灰土は，採取量の増加と共に燐酸抽出量が急激に減

少し，抽出液中のpHは上昇した。しかし花崗岩質及び沖

積土は，急激な変化は認められなかった。

（6）10‾2M及び10‾3MH2SO4法の比較　表4に示すよ

うに，中性火山灰土壌では．10‾3MH2SO．法は，抽出液

中のpHが3．30、3．72まで上昇し，検出限界以上の値を示

す層は，0～10‘Ⅷ（草地）のみであった。しかし，10‾2M

H2S仏法は，抽出液中のpH2が2．02～2，20と，その上昇

量は10‾3MH℡SO．法より低い。また，燐酸測定は下層ま

で可能となった。

（7）供試土壌の拉皮と燐酸抽出量　沖積土，花崗岩質土酸

性及び中性火山灰土を用い，土壌粒度を0．15m及び2m箭

全通試料を用いて検討した。5点の平行分析の結果，燐酸

定量値は，いずれの土壌においても，0．15mm全通試料が

CV2％弱．2m蒔全通試料がCV4％弱であり，0．15爪m希

全通試料が2m蘇全通試料より約10％高い定量値を示し

た。

4　ま　　と　　め

10‾2MH2SO4抽出法は，中性火山灰土壌に由来する畑

地の燐酸肥沃皮の迅速診断法として，特に10‾3MH2SO．

法で，検出限界に近い値を示す各種土壌に利用価値が認め

られた。
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